
「財政が厳しいから」と諦めるのではなく、

私は市民の暮らしを最優先に考え、

限られた資源の中で優先順位を見極め、実行可能な具体策を講じていきます。

たとえば、歩道の安全対策には街路樹の位置調整や段差解消、

福祉施策では既存制度の見直しや地域ボランティアとの連携を進めるなど、

現場に即した手法で成果を生み出します。

子育てや交通の課題も、地域ごとの事情を踏まえた柔軟な施策で、

公平かつ確実に改善してまいります。

越谷で暮らすすべての人が安心できるまちを、

責任を持ってつくり上げていく―

リーダーとして、大切な姿勢です。

まなざしで、
越谷を安心とやさしさに彩られるまちに

まなざしで、
越谷を安心とやさしさに彩られるまちに

🚲 「歩道の街路樹が邪魔になっていて、自転車や歩行の通行が危険」

🤝 「福祉施策が先細りで、高齢者や障がいのある方が十分に支えられていない」

👶 「子ども医療費の無償化が遅く、恩恵を受けられなかった」

🚌 「交通の不便な地域と街中で、同じ交通対策なのは不公平ではないか」

🗣️こうした声は日々の暮らしの中で生まれる切実な課題です

市民の皆様からいただいたお声


